




 

  
   
   

 

  
 

 
  

 

 

 

 
 

 

  

  

  
 

 

  
 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＳＢＥＥ大阪 ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ ２０１３ 表彰候補建築物

パークタワーあべのグランエア

（阿倍野Ｂ２地区第二種市街地再開発事業 D4-1棟）

所在地：阿倍野区旭町３丁目２番３６号

主用途：共同住宅


事業者：三井不動産レジデンシャル株式会社

設計者：株式会社アール・アイ・エー


〔建築概要〕 

延床面積：18,496.11ｍ２

階 数：地上２７階、地下 1階

構 造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、免震構造

竣 工：平成２５年２月

〔CASBEE大阪における評価〕 

サステナビリティランキング ：Ａ 

建築物の環境性能効率(ＢＥＥ)：１.８
□外観 

[特徴]

◎３０余年にわたる阿倍野再開発事業の締めくくりとなるプロジェクト。

培われた環境を大事にしながら、その環境になじむたたずまいとするこ

とで、未来へとつづくまちの魅力づくりを目指した。

・共用部を含む開口部は、すべてペアガラス（一部 LOW-e ガラス）を

採用すると共に、節水型衛生器具の採用などにより環境負荷を低減す

る取組みを行った。

・共用部の内装計画について、コンペによりアイデアを採用した。水盤

の波紋をモチーフに施設全体のデザイン統一を図った。 

・基礎免震構造の採用や、躯体の劣化対策など長きにわたって使用でき

る建物を目指した。

・通沿いの１４階建てのボリュームに合わせたファサードデザインとし、

上層は空になじむ白とガラスのデザインとした。

・建物を幹線道路より大きくセットバックし、水盤と多くの緑のある開

放的なオープンスペースを確保した。また、夜間の安全性と景観に配 

慮した照明計画とした。避難路に直結する幹線道路に面しており、災 

害時の防災拠点としても利用できる。

・低騒音型の設備機器や防振架台の採用、風切音対策、敷地外周の高木

の植樹、臭突を屋上に設置するなど周辺環境に配慮した計画とした。 

・風環境のシミュレーションを行った結果を基に、敷地内に多くの高木を

植樹し、また隣接する住宅地においても高木を植樹し、風による影響 

に配慮した。

・雨水貯留槽の設置や緑化面積を最大限確保し、舗装面は極力透水性舗

装を採用することで、地域インフラへの負荷を軽減するよう配慮した。

・敷地外周の緑化に加え、駐車場エリアの緑化ブロックの採用、駐輪場

の屋上緑化など積極的に緑化に努めた。

・ディスポーザーによるごみの減量化と各階の分別ごみステーションの

設置を行っている。

□幹線道路沿いの空地 

□歩道沿いの緑地 

□夜景 




